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一
典
故
の
誤
用
 
 

中
国
の
詩
人
は
、
詩
を
作
る
と
き
に
典
故
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
典
故
を
上
手
に
用
い
る
と
、
詩
の
表
現
効
果
が
高
め
ら
れ
る
。
 
 

と
こ
ろ
が
、
中
に
は
典
故
の
用
い
方
を
誤
る
例
も
見
ら
れ
る
。
宋
・
貌
慶
之
 
『
詩
人
玉
屑
』
巻
七
の
 
「
誤
用
事
」
に
引
く
、
宋
・
察
 
 

も
 
 

候
『
西
清
詩
話
』
 
で
は
、
そ
の
よ
う
な
例
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
 
 

唐
代
の
人
は
詩
を
専
門
の
学
問
に
し
て
い
る
が
、
世
間
に
評
判
が
高
く
故
事
の
使
い
方
の
上
手
な
も
の
で
も
、
小
さ
な
誤
り
 
 

を
犯
す
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
王
維
（
字
は
摩
詰
）
 
の
詩
に
、
「
衛
青
の
敗
れ
ざ
る
は
天
幸
に
由
り
、
李
広
の
功
簸
き
は
数
 
 

奇
に
縁
る
」
と
い
う
。
「
敗
れ
ざ
る
は
天
草
に
由
る
」
と
は
、
零
去
病
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
、
衛
青
の
こ
と
で
は
な
い
。
 
 

雀
去
病
の
伝
記
を
見
る
と
、
そ
の
軍
に
つ
い
て
、
か
つ
て
 
「
先
の
大
将
軍
、
軍
亦
天
草
有
り
、
未
だ
嘗
て
困
経
せ
ず
。
」
と
言
 
 

っ
て
い
る
。
き
っ
と
、
「
大
将
軍
」
の
字
が
あ
る
の
で
、
零
去
病
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
衛
育
と
し
た
の
だ
。
李
白
（
字
 
 

は
太
白
）
 
の
詩
に
、
「
山
陰
の
道
士
如
し
相
訪
わ
ば
、
為
に
黄
庭
を
写
し
て
自
鵡
に
換
え
ん
。
」
と
あ
る
の
は
、
『
道
徳
経
』
 
の
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こ
と
で
、
『
黄
庭
経
』
 
で
は
な
い
。
王
義
之
 
（
字
は
逸
少
）
 
は
か
つ
て
 
『
黄
塵
経
』
を
写
し
て
王
修
に
与
え
た
こ
と
が
あ
る
の
 
 

で
、
二
つ
の
故
事
を
混
同
し
た
の
だ
ろ
う
。
杜
牧
の
誤
り
は
数
え
き
れ
な
い
。
先
輩
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
、
故
事
を
用
い
る
 
 

に
は
、
心
と
目
で
は
っ
き
り
分
か
っ
て
も
、
必
要
な
と
き
に
調
べ
て
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
す
れ
ば
し
っ
か
り
覚
 
 

え
て
誤
り
を
犯
さ
な
い
、
と
。
ま
こ
と
に
名
言
で
あ
る
。
 
 

唐
人
以
詩
為
専
門
之
学
、
椎
名
世
善
用
故
事
者
、
戎
未
免
小
誤
。
如
王
摩
詰
詩
、
「
衛
青
不
敗
由
天
宰
、
李
広
無
功
緑
数
寄
。
」
 
 

「
不
敗
由
天
草
」
、
乃
零
去
病
、
非
衛
青
也
。
去
病
伝
云
、
英
軍
嘗
「
先
大
将
軍
、
軍
亦
有
天
孝
、
未
嘗
困
維
。
」
意
有
「
大
将
 
 

軍
」
字
、
誤
指
去
病
作
衛
青
耳
。
李
太
白
「
山
陰
道
士
如
相
訪
、
為
写
黄
庭
換
自
鵜
。
」
乃
道
徳
経
、
非
黄
塵
也
。
逸
少
嘗
写
 
 

黄
庭
経
与
王
修
、
故
二
事
相
葉
。
杜
牧
之
尤
不
勝
数
。
前
輩
毎
云
、
用
事
錐
了
在
心
日
間
、
亦
当
就
時
討
閲
、
別
記
牢
而
不
誤
、
 
 

端
名
言
也
。
 
 

最
初
の
例
に
引
か
れ
た
王
推
の
詩
は
、
「
老
将
行
」
 
（
趨
殿
成
 
『
玉
石
丞
集
箋
注
』
巻
六
）
 
と
題
す
る
古
詩
の
一
節
。
衛
青
将
軍
が
 
 

敗
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
の
与
え
た
幸
運
に
よ
る
も
の
で
、
李
広
将
軍
に
戦
功
が
な
か
っ
た
の
は
、
幸
運
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
 
 

だ
、
の
意
。
衛
育
と
零
去
痛
の
伝
記
は
、
『
史
記
』
巻
一
一
一
で
は
、
「
衛
将
軍
牒
騎
列
伝
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
衛
青
は
大
 
 

将
軍
、
零
去
病
は
靡
騎
将
軍
と
呼
ば
れ
、
と
も
に
旬
奴
征
伐
で
暗
躍
し
た
。
王
維
が
詩
に
用
い
た
「
天
草
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
零
 
 

去
病
の
伝
記
に
見
え
る
の
で
、
「
去
病
の
敗
れ
ざ
る
は
天
草
に
由
る
」
と
い
う
の
が
正
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
伝
記
に
「
大
将
軍
」
と
 
 

い
う
字
が
あ
っ
た
た
め
に
、
衛
育
の
こ
と
だ
と
誤
解
し
た
、
と
い
う
の
が
『
西
清
辞
箭
』
 
の
意
見
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
衛
育
と
零
 
 

去
病
の
伝
記
は
、
『
漢
書
』
巻
五
十
五
で
は
、
「
衛
青
零
去
痛
伝
」
と
し
て
収
め
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
大
将
軍
」
で
は
な
く
「
大
軍
」
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
西
滑
詩
話
』
 
の
意
見
が
正
し
け
れ
ば
、
王
維
は
 
『
漠
書
』
 
で
は
な
く
『
史
記
払
を
読
み
誤
っ
た
 
 

こ
と
に
な
る
。
「
李
広
の
功
簸
き
は
数
奇
に
縁
る
」
は
、
『
史
記
』
巻
一
〇
九
の
 
「
李
将
軍
列
伝
」
に
基
づ
く
。
こ
ち
ら
に
誤
り
は
な
 
 

1
 
0
 
 

－
V
 
 
 

王
推
の
誤
解
は
、
い
っ
た
い
何
を
物
語
る
だ
ろ
う
か
。
王
維
は
果
た
し
て
、
「
大
将
軍
」
と
い
う
字
に
惑
わ
さ
れ
て
、
衛
育
と
零
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去
病
を
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
衛
育
と
裾
去
病
の
伝
記
は
、
『
史
記
』
 
で
も
 
『
淡
沓
』
 
で
も
 
 

緒
に
収
め
ら
れ
て
、
と
も
に
句
奴
征
伐
で
峨
功
を
上
げ
た
将
耶
と
い
う
典
通
の
イ
メ
ー
ジ
が
足
著
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
大
 
 

将
軍
」
「
大
事
」
と
い
う
字
の
有
練
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
の
名
前
を
用
い
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
じ
術
呼
と
雑
去
病
の
両
者
 
 

は
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
唐
代
の
人
々
は
そ
れ
ほ
ど
区
別
を
意
織
し
な
い
で
、
こ
の
二
人
の
将
耶
を
府
に
泳
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

そ
の
証
拠
に
、
衛
育
と
雀
去
病
を
間
違
え
た
の
は
、
t
維
だ
け
で
は
な
い
り
宋
・
王
楯
㌫
野
客
叢
西
』
巻
ム
の
「
商
通
話
誤
」
で
は
、
 
 

島
通
が
同
様
の
誤
り
を
犯
し
た
例
を
引
い
て
い
る
。
高
適
の
「
送
渾
将
軍
山
塞
」
童
崗
常
侍
躯
』
巻
五
）
に
、
「
季
広
従
来
先
将
士
、
 
 

衛
青
末
止
円
学
孫
呉
 
（
李
広
 
従
来
 
将
士
を
先
に
し
、
衛
青
‥
L
未
だ
肯
え
て
孫
県
を
学
ば
ず
）
」
と
い
う
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、
王
 
 

林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 

『
漢
音
』
を
調
べ
る
と
、
「
孫
呉
の
兵
法
」
を
学
ば
な
か
っ
た
の
は
、
塞
去
嫡
で
あ
り
、
衛
骨
で
は
な
い
。
こ
の
諮
も
や
は
 
 

り
王
経
と
同
じ
で
、
雀
去
病
の
故
事
を
衛
育
に
捌
い
た
の
で
あ
る
。
‖
心
う
に
、
衡
育
と
雀
去
病
は
同
時
に
将
軍
と
な
り
、
二
人
 
 

の
伝
記
は
似
て
い
る
の
で
、
誤
っ
て
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ
ろ
う
。
 
 

技
『
沸
番
』
、
不
学
「
孫
呉
兵
法
」
乃
零
去
病
、
非
術
膏
血
。
此
甜
亦
与
モ
維
同
、
鹿
亦
以
去
病
事
為
衛
常
用
。
蓋
衡
、
塞
 
 

同
時
為
将
、
而
二
伝
相
近
、
故
多
誤
引
用
之
。
 
 

孫
武
・
呉
起
の
兵
法
を
学
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
麗
去
病
の
伝
記
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
尚
適
は
そ
れ
を
衛
育
と
勘
違
い
 
 

し
た
。
王
維
も
高
適
も
、
衛
育
と
李
広
を
対
に
し
て
詠
じ
、
李
広
に
つ
い
て
は
誤
解
せ
ず
、
衛
育
の
方
だ
け
誤
解
し
て
い
る
の
は
、
 
 

恐
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。
王
琳
の
い
う
通
り
、
衛
育
と
轟
去
病
の
伝
記
が
似
て
い
た
の
で
、
両
者
を
混
同
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 
 

あ
え
て
言
え
ば
、
混
同
し
た
と
し
て
も
、
詩
の
表
現
効
果
に
は
影
響
を
与
え
な
い
。
つ
ま
り
、
典
故
の
誤
用
は
、
詩
人
に
と
っ
て
致
 
 

命
的
な
欠
陥
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
 
 
 

二
つ
目
の
李
白
の
詩
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
議
論
が
あ
る
の
で
、
後
に
改
め
て
取
り
上
げ
る
。
三
つ
目
の
杜
牧
（
字
は
牧
之
）
 
の
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誤
り
に
つ
い
て
は
、
『
詩
人
玉
屑
』
巻
七
の
「
失
事
案
」
に
引
く
宋
・
苑
正
敏
『
遊
斎
閲
覧
』
が
、
「
過
聾
晴
宮
絶
句
三
首
」
其
一
（
『
焚
 
 

川
文
集
』
巻
二
）
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
華
清
宮
は
、
鷹
山
（
西
安
市
臨
濾
区
）
 
の
麓
に
あ
っ
た
離
宮
。
も
と
温
泉
官
と
い
い
、
玄
 
 

宗
皇
帝
が
し
ば
し
ば
訪
れ
た
。
 
 

長
安
か
ら
眺
め
る
と
、
錦
の
刺
繍
を
施
し
た
よ
う
な
美
し
い
山
が
そ
び
え
て
い
る
。
山
頂
の
多
く
の
門
が
次
々
に
開
い
た
。
 
 
 

馬
に
乗
っ
た
兵
が
ひ
と
り
、
赤
い
塵
の
中
に
現
わ
れ
る
と
、
后
妃
が
に
つ
こ
り
笑
う
。
こ
れ
が
叢
枝
を
運
ん
で
き
た
の
だ
と
、
 
 
 

誰
も
知
ら
な
い
。
 
 

右
の
詩
を
引
い
て
、
『
避
斎
閑
覧
』
 
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

こ
の
詩
は
、
と
り
わ
け
人
口
に
脾
灸
し
て
い
る
。
唐
の
歴
史
に
よ
れ
ば
、
明
皇
は
十
月
に
厳
山
に
行
幸
し
、
春
に
は
宮
殿
に
 
 
 

帰
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
六
月
に
鷹
山
に
い
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
叢
枝
は
真
夏
に
熟
す
る
の
で
、
言
葉
と
 
 
 

内
容
は
素
晴
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
事
実
と
違
っ
て
い
る
。
 
 

尤
脾
灸
人
口
。
拠
唐
紀
、
明
皇
以
十
月
宰
牒
山
、
至
春
即
遷
宮
、
是
未
嘗
六
月
在
鷹
山
也
。
然
叢
枝
盛
夏
方
熟
、
詞
意
錐
美
、
 
 
 

而
失
事
実
。
 
 

玄
宗
が
華
晴
官
に
滞
在
す
る
時
期
は
冬
な
の
で
、
夏
の
果
物
で
あ
る
高
校
を
運
ぶ
わ
け
が
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
玄
宗
が
冬
 
 
 

長
安
廻
望
繍
成
堆
 
 

山
頂
千
門
次
第
開
 
 

一
騎
紅
塵
妃
子
笑
 
 

無
人
知
是
叢
枝
来
 
 

長
安
 
廻
望
す
れ
ば
 
繍
 
堆
を
成
す
 
 

山
頂
 
千
門
 
次
第
に
開
く
 
 

一
騎
 
紅
塵
 
紀
子
笑
う
 
 

人
の
是
れ
嘉
枝
の
来
る
を
知
る
無
し
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に
華
清
宮
（
温
泉
宮
）
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
は
、
『
旧
暦
書
』
巻
八
・
九
、
玄
宗
本
紀
な
ど
で
確
か
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
 
 

に
は
反
論
が
あ
る
。
宋
・
程
大
呂
『
致
古
編
』
巻
八
は
、
反
論
の
根
拠
の
ひ
と
つ
に
、
姦
枝
番
と
い
う
曲
の
由
来
を
挙
げ
て
い
る
。
 
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
天
宝
十
四
載
六
月
一
日
、
楊
貴
妃
の
誕
生
日
に
玄
宗
は
鷹
山
に
行
事
し
、
音
楽
家
に
新
曲
を
作
ら
せ
た
。
ち
ょ
う
 
 

ど
、
南
海
か
ら
姦
枝
を
献
上
し
た
の
で
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
叢
枝
曲
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
夏
の
六
月
に
鷹
山
に
行
幸
し
 
 

た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
 
 

『
開
元
遺
草
』
に
よ
る
と
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
は
、
七
月
七
日
の
夜
に
な
る
と
い
つ
も
華
晴
宮
で
宴
会
を
行
っ
た
と
い
う
。
 
 

白
楽
天
の
 
「
長
恨
歌
」
 
に
も
、
「
七
月
七
日
 
長
生
殿
、
夜
半
 
入
寮
く
 
私
語
の
時
」
と
言
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
杜
 
 

牧
之
の
詩
は
意
外
に
も
当
時
の
真
実
を
伝
え
た
こ
と
ば
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
世
間
の
人
は
唐
の
歴
史
書
の
記
載
だ
け
を
見
て
、
 
 

す
ぐ
に
歴
史
書
に
な
い
も
の
は
伝
聞
で
真
実
を
伝
え
て
い
る
か
疑
わ
し
い
と
思
う
。
い
ち
ば
ん
よ
く
な
い
こ
と
だ
。
 
 

『
開
元
遺
草
』
、
帝
与
妃
毎
至
七
月
七
日
夜
在
華
清
宮
瀞
宴
。
而
白
楽
天
「
長
恨
歌
」
亦
言
「
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
無
 
 

人
私
語
時
」
、
則
知
杜
牧
之
詩
、
乃
当
時
伝
信
語
也
。
世
人
但
見
唐
史
所
載
、
逮
以
伝
聞
而
疑
伝
信
、
最
不
可
也
。
 
 

『
開
元
遺
草
』
 
は
、
後
周
・
王
仁
裕
の
 
『
開
元
天
宝
遺
草
』
 
の
こ
と
で
、
右
の
記
事
は
、
巻
三
「
昧
糸
卜
巧
」
に
見
え
る
。
長
生
 
 

殿
は
、
華
清
官
に
あ
る
宮
殿
の
名
前
。
玄
宗
は
七
夕
の
夜
に
も
華
清
宮
を
訪
れ
て
い
る
。
程
大
昌
は
、
玄
宗
が
華
清
官
を
訪
れ
た
の
 
 

は
冬
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
杜
牧
の
詩
が
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
証
 
 

明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
『
遊
斎
閑
覧
』
 
に
反
論
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
詩
は
事
実
を
写
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
は
変
わ
ら
 
 

な
い
。
程
大
昌
の
 
『
致
古
編
』
 
は
、
清
・
礪
集
梧
『
焚
川
詩
集
注
』
巻
二
に
引
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

竹
村
別
行
「
楊
貴
妃
の
笑
い
 
－
 
杜
牧
『
一
騎
紅
塵
妃
子
笑
』
詩
に
つ
い
て
I
」
 
（
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』
、
研
文
出
版
、
 
 

二
〇
〇
三
）
 
は
、
「
過
華
清
宮
絶
句
」
が
三
首
の
連
作
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
楊
貴
妃
の
笑
い
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
竹
村
 
 

氏
に
よ
れ
ば
、
楊
貴
妃
の
笑
い
は
、
好
物
の
叢
枝
を
手
に
し
た
「
満
足
の
笑
い
」
と
い
う
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
そ
こ
に
は
「
亡
国
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の
笑
い
」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。
周
の
幽
王
は
、
皇
后
の
褒
似
を
笑
わ
せ
る
た
め
に
、
戦
争
の
合
図
の
太
鼓
を
何
度
も
打
っ
て
、
兵
 
 

士
を
集
め
た
。
戦
争
が
な
い
と
き
に
も
、
太
鼓
を
打
っ
た
の
で
、
本
当
に
戦
争
が
起
き
た
と
き
、
兵
士
は
う
そ
だ
と
思
っ
て
集
ま
ら
 
 

ず
、
幽
王
は
鷹
山
の
麓
で
殺
さ
れ
た
。
褒
姐
の
笑
い
が
、
国
を
滅
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
『
史
記
』
巻
四
・
周
本
紀
な
ど
に
見
え
る
、
 
 

こ
の
話
の
褒
魁
の
笑
い
を
、
楊
貴
妃
の
笑
い
と
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
竹
村
氏
は
杜
牧
の
詩
の
諷
刺
性
を
強
調
す
る
。
諷
刺
性
と
 
 

い
う
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
楊
貴
妃
ひ
と
り
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
、
暑
い
時
期
に
華
清
宮
ま
で
叢
枝
を
運
ば
せ
る
玄
宗
の
行
為
を
 
 

描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
杜
牧
は
そ
の
日
的
を
達
し
て
い
る
。
華
清
宮
と
嘉
枝
の
組
み
合
わ
せ
が
、
諷
刺
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
そ
 
 

の
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
っ
て
、
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
の
議
論
は
、
詩
の
本
質
と
何
の
関
係
も
な
い
。
 
 

二
 
誤
解
す
る
権
利
 
 

次
に
、
李
白
の
例
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
李
白
の
詩
は
、
「
送
賀
賓
客
帰
趨
」
 
（
『
李
太
白
全
集
』
巻
十
七
）
 
の
一
節
。
賀
知
章
が
 
 

越
に
帰
る
の
を
送
別
し
た
詩
で
、
も
し
も
山
陰
（
漸
江
省
紹
興
市
）
 
の
道
士
が
訪
れ
て
き
た
ら
、
『
黄
塵
経
』
を
写
し
て
白
い
鷲
鳥
 
 

と
取
り
換
え
る
だ
ろ
う
、
の
意
。
『
李
太
白
全
集
』
 
で
は
、
「
訪
」
は
「
見
」
、
「
為
」
は
「
応
」
に
な
っ
て
い
る
。
『
西
浦
詩
話
』
 
の
 
 

説
に
従
え
ば
、
李
白
の
旬
は
、
王
義
之
が
山
陰
の
道
士
の
求
め
に
応
じ
て
、
『
道
徳
経
』
を
写
し
、
好
き
な
鷲
鳥
と
取
り
換
え
た
、
 
 

と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。
『
晋
書
』
巻
八
十
・
王
義
之
列
伝
に
見
え
る
話
で
あ
る
。
賀
知
章
が
草
書
と
隷
書
に
巧
み
だ
っ
た
の
で
、
 
 

書
聖
と
呼
ば
れ
る
王
義
之
に
な
ぞ
ら
え
て
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。
『
晋
音
』
に
よ
れ
ば
、
王
義
之
が
写
し
た
の
は
『
道
徳
経
』
で
、
 
 

『
黄
塵
経
』
 
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
典
故
の
誤
用
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
 
『
西
浦
詩
話
』
 
の
意
見
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
 
 

に
も
反
論
が
あ
る
。
宋
・
・
洪
邁
『
容
斎
随
筆
』
容
斎
四
筆
巻
五
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

ま
き
 
 

李
太
白
の
詩
に
、
「
山
陰
の
道
士
 
如
し
相
見
な
ば
、
応
に
黄
庭
を
写
し
て
白
鴻
に
換
う
べ
し
」
と
言
う
。
思
う
に
、
王
義
 
 

之
の
故
事
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
。
昔
の
あ
る
賢
人
は
議
論
し
て
、
「
王
義
之
は
道
徳
経
を
写
し
、
道
士
は
鷲
鳥
の
群
れ
を
み
な
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贈
っ
た
」
と
言
う
。
も
と
も
と
 
『
黄
塵
軽
』
 
で
は
な
く
、
李
太
白
の
誤
り
と
見
な
し
て
い
る
。
私
は
、
李
太
白
の
見
織
は
世
界
 
 

に
す
ぐ
れ
、
口
を
焚
い
て
美
し
い
言
葉
が
出
来
上
が
る
の
だ
と
軍
っ
。
き
っ
と
、
細
か
い
こ
と
に
と
ら
わ
れ
、
ま
た
讐
常
澄
 
 

を
調
べ
て
、
‡
義
之
の
伝
記
を
読
み
、
そ
の
後
で
替
き
始
め
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
『
道
徳
軽
』
を
『
黄
庭
軽
』
と
聞
違
え
 
 

た
と
し
て
も
、
道
理
の
巨
で
は
ま
っ
た
く
宵
は
な
く
、
誹
諭
す
る
の
が
聞
違
っ
て
い
る
。
鰊
東
城
の
雪
堂
が
破
壊
さ
れ
、
柑
興
 
 

の
初
め
に
、
黄
州
の
一
道
土
が
み
ず
か
ら
財
産
を
な
げ
う
っ
て
醇
建
し
、
伸
輔
斯
挙
と
い
う
知
織
人
が
上
棟
式
の
脱
文
を
商
い
 
 

た
。
そ
の
一
聯
に
い
う
、
「
前
身
は
鶴
と
化
し
、
か
つ
て
赤
壁
の
遊
び
に
従
っ
た
。
王
赦
之
の
故
串
に
な
ら
い
、
鷲
庖
と
取
り
 
 

換
え
よ
う
に
も
、
黄
庭
軽
を
写
す
ほ
ど
の
字
は
な
い
」
。
こ
れ
は
事
大
n
の
薄
を
典
故
に
用
い
た
も
の
で
、
素
哨
ら
し
い
言
葉
 
 

と
言
え
る
。
思
う
に
、
娘
彦
速
の
 
『
法
沓
要
録
』
 
に
緒
遂
良
の
右
軍
番
目
を
峨
せ
、
楷
蕃
に
『
灘
庭
緯
』
が
あ
り
、
往
に
「
六
 
 

十
行
、
山
陰
の
道
士
に
争
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
斑
筆
が
も
と
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
武
平
一
の
「
徐
民
法
替
記
」
 
 

に
、
「
則
夫
武
后
が
太
宗
の
と
き
の
法
番
六
十
余
函
を
虫
†
し
し
、
そ
の
中
に
哉
庭
経
が
あ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
徐
 
 

浩
二
字
は
季
海
）
の
「
古
蹟
記
」
に
は
、
「
玄
宗
の
と
き
、
モ
義
之
の
梢
再
三
巻
が
あ
り
、
蔚
庭
繚
を
第
一
と
し
た
」
と
あ
る
。
 
 

み
な
『
道
徳
経
』
が
あ
っ
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
意
外
に
も
謂
仁
Ⅰ
酋
』
 
の
伝
記
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
 
 

分
か
る
。
 
 
 

李
太
白
詩
云
、
「
山
陰
遣
士
如
相
見
、
応
写
輩
庭
換
白
鵡
。
」
蓋
用
王
過
少
事
也
。
前
賢
或
講
之
日
、
「
過
少
写
道
徳
経
、
遺
 
 

士
挙
鵡
群
以
贈
之
。
」
元
非
黄
塵
、
以
為
太
白
之
誤
。
予
謂
太
白
眼
商
四
海
、
衝
日
成
輩
、
必
不
規
混
然
、
旋
検
閲
晋
史
、
看
 
 

逸
少
伝
、
然
後
落
筆
。
正
使
誤
以
道
徳
為
黄
庭
、
於
理
正
白
無
害
、
講
之
過
央
。
東
城
雪
堂
既
段
、
紹
興
初
、
黄
州
一
道
上
白
 
 

硝
銭
粟
再
営
建
、
士
人
何
滴
斯
挙
作
上
梁
文
、
其
一
聯
云
、
「
前
身
化
鶴
、
曾
陪
赤
壁
之
遊
。
故
事
換
鵡
、
撫
復
黄
庭
之
字
。
」
 
 

乃
用
太
白
詩
為
出
処
、
可
謂
密
語
。
案
張
彦
速
法
番
要
録
、
戟
緒
遂
良
右
軍
番
目
、
正
番
有
黄
塵
経
云
、
往
、
「
六
十
行
、
与
 
 

山
陰
道
士
」
、
真
蹟
故
在
。
文
武
平
一
徐
民
法
番
記
云
、
「
武
后
曝
太
宗
時
法
宙
六
十
余
函
、
有
爵
庭
。
」
又
徐
季
海
古
蹟
記
、
「
玄
 
 

宗
時
、
大
王
正
啓
三
巻
、
以
黄
塵
為
第
一
。
」
皆
不
云
有
道
徳
綽
、
則
知
乃
晋
伝
誤
也
。
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洪
遇
は
、
李
白
の
作
詩
方
法
に
つ
い
て
述
べ
、
た
と
え
典
故
を
誤
解
し
て
も
、
詩
の
内
容
に
は
関
係
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
さ
 
 

ら
に
、
唐
・
張
彦
遠
『
法
書
要
録
』
 
（
巻
三
）
、
唐
・
武
平
一
「
徐
民
法
書
記
」
 
（
『
法
書
要
録
』
巻
三
）
、
唐
・
徐
浩
「
古
蹟
記
」
 
（
同
 
 

上
）
 
を
引
い
て
、
王
義
之
が
『
黄
庭
経
』
を
写
し
た
こ
と
を
証
明
し
、
『
晋
書
』
 
の
伝
記
が
誤
っ
て
い
る
、
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
 
 

な
お
、
徐
浩
「
古
墳
記
」
に
「
以
費
庭
為
第
こ
と
あ
る
の
は
、
本
文
で
は
な
く
、
注
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
。
 
 
 

王
義
之
が
鷲
鳥
と
取
り
扱
え
た
の
は
、
『
道
徳
経
』
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
『
黄
庭
経
』
な
の
だ
ろ
う
か
。
清
・
王
埼
の
『
李
 
 

太
白
全
集
』
 
の
注
を
見
る
と
、
『
王
民
法
書
苑
』
を
引
い
て
、
『
黄
塵
経
』
を
写
し
て
鷲
鳥
と
取
り
扱
え
た
話
と
、
『
道
徳
経
』
を
写
 
 

し
て
鷲
鳥
と
取
り
換
え
た
話
の
二
つ
が
あ
る
、
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
李
白
は
「
王
右
軍
」
（
『
李
太
白
全
集
』
巻
二
十
二
）
 
 

と
超
す
る
詩
で
は
、
「
掃
素
写
道
経
、
筆
精
妙
入
神
」
 
の
よ
う
に
、
王
義
之
が
 
『
道
徳
経
』
を
写
し
て
常
鳥
を
手
に
入
れ
た
こ
と
を
 
 

詠
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
李
白
は
二
つ
の
箭
を
区
別
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
誤
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
『
王
 
 

民
法
書
苑
』
 
の
意
見
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
諸
説
紛
々
と
し
て
、
ど
れ
が
本
当
か
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
『
王
民
法
音
苑
』
は
、
 
 

明
・
王
世
貞
の
 
『
古
今
法
書
苑
』
 
（
『
中
国
書
画
全
書
』
第
五
冊
、
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
を
指
し
、
右
の
説
は
、
巻
六
十
 
 

四
・
十
三
之
石
十
「
晋
王
逸
少
書
黄
塵
経
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ま
っ
た
く
同
じ
意
見
が
、
宋
・
張
漠
『
要
谷
雑
記
』
 
 

巻
一
に
見
え
る
の
で
、
王
世
貞
自
身
の
見
解
で
は
な
く
、
張
漠
の
意
見
を
採
録
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
 
 
 

王
埼
の
注
で
は
、
ほ
か
に
宋
・
玉
杯
『
野
客
叢
書
』
、
宋
・
米
帯
（
字
は
元
章
）
『
番
史
』
、
宋
・
黄
伯
思
『
東
観
余
諭
』
を
引
く
。
 
 

ま
た
、
み
ず
か
ら
も
『
自
民
六
帖
』
、
六
朝
宋
・
何
法
盛
『
晋
中
興
書
』
 
（
『
太
平
御
覧
』
巻
二
三
八
・
職
宮
部
三
十
六
・
右
将
軍
）
、
 
 

前
萄
・
杜
光
庭
『
仙
伝
拾
遺
』
を
引
い
て
、
王
義
之
が
『
貴
庭
経
』
を
写
し
て
鳶
鳥
と
取
り
換
え
た
話
が
あ
る
の
で
、
李
白
の
誤
り
 
 

で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
結
局
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
、
『
黄
塵
経
』
と
言
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
『
道
徳
経
』
と
言
う
も
の
 
 

も
あ
る
。
道
士
の
名
前
も
、
劉
と
言
っ
た
り
、
管
と
言
っ
た
り
す
る
。
鷲
鳥
の
数
も
、
全
部
と
言
っ
た
り
、
二
羽
と
言
っ
た
り
す
る
。
 
 

こ
の
よ
う
な
違
い
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
。
王
埼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
伝
聞
異
辞
」
の
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伝
聞
に
基
づ
く
許
 
 

な
の
で
、
言
う
こ
と
が
異
な
る
、
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
説
を
根
拠
に
、
李
白
が
誤
っ
て
い
る
と
言
っ
た
り
、
『
晋
書
』
 
 

が
誤
っ
て
い
る
と
言
っ
た
り
、
ま
た
は
二
つ
の
事
柄
で
あ
る
と
言
っ
た
り
、
王
義
之
は
 
『
費
庭
経
』
を
写
し
た
こ
と
は
な
い
と
言
っ
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た
り
す
る
の
は
、
み
な
ひ
と
つ
の
こ
と
に
執
着
し
て
誤
っ
た
の
だ
と
い
う
。
王
碕
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
で
、
す
で
に
見
た
『
容
 
 

斎
随
筆
』
 
の
、
李
白
は
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
詩
を
作
る
の
で
、
『
道
徳
経
』
を
 
『
黄
庭
経
』
と
間
違
え
た
と
し
て
も
、
道
 
 

理
の
上
で
は
ま
っ
た
く
害
は
な
い
、
と
い
う
意
見
を
引
き
、
「
夫
詩
之
美
劣
、
原
不
開
平
用
事
之
誤
与
否
」
、
そ
も
そ
も
詩
の
よ
し
あ
 
 

し
は
、
本
来
此
ハ
故
を
誤
用
し
た
か
ど
う
か
と
は
関
係
な
い
、
と
書
い
て
い
る
。
 
 
 

王
義
之
が
鷲
鳥
と
取
り
換
え
た
の
は
、
『
道
徳
経
』
 
か
 
『
黄
庭
経
』
 
か
と
い
う
議
論
を
い
ろ
い
ろ
眺
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
王
 
 

埼
が
「
伝
聞
異
辞
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
注
意
し
よ
う
。
恐
ら
く
、
王
義
之
驚
鳥
説
話
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
広
く
伝
わ
り
、
様
々
 
 

な
変
容
を
加
え
な
が
ら
、
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
基
づ
く
資
料
が
異
な
れ
ば
、
伝
承
が
異
な
る
 
 

の
は
当
然
で
あ
る
。
ど
れ
が
正
し
い
か
、
と
い
う
議
論
自
体
に
意
味
が
な
い
。
王
埼
が
い
う
よ
う
に
、
詩
の
価
値
は
典
故
を
誤
用
し
 
 

た
か
ど
う
か
で
決
ま
ら
な
い
。
洪
邁
は
、
誤
用
し
て
も
問
題
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
誤
解
す
る
権
利
」
（
鶴
見
俊
輔
『
誤
 
 

解
す
る
権
利
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
九
に
よ
る
）
 
を
認
め
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
詩
は
事
実
を
写
す
も
の
で
あ
 
 

る
、
と
い
う
文
学
観
は
な
い
。
事
実
を
重
ん
じ
る
風
潮
の
強
か
っ
た
宋
代
に
、
洪
邁
の
よ
う
な
見
方
が
存
在
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
 
 

な
ら
な
い
。
 
 

三
 
絶
句
の
誤
字
 
 

詩
人
が
典
故
を
誤
用
し
て
も
問
題
は
な
く
、
詩
人
に
は
誤
解
す
る
権
利
が
あ
る
、
と
い
う
見
方
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
 
 

は
、
読
者
の
視
点
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
の
誤
字
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
明
・
楊
憤
『
升
奄
詩
話
』
巻
八
・
唐
詩
絶
句
誤
字
で
、
 
 

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 
 

唐
詩
の
絶
句
は
、
今
の
テ
キ
ス
ト
に
は
誤
字
が
多
い
。
ひ
と
つ
ふ
た
つ
、
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
杜
牧
之
の
江
南
 
 

春
に
、
「
十
里
 
鷺
噂
い
て
 
緑
 
紅
に
映
ず
」
と
い
う
の
を
、
今
の
テ
キ
ス
ト
は
誤
っ
て
「
千
里
」
に
作
っ
て
い
る
。
も
し
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俗
本
に
従
う
と
、
「
千
里
 
鷺
噂
く
」
で
は
、
誰
が
う
ぐ
い
す
の
声
を
聴
き
取
れ
る
だ
ろ
う
。
「
千
里
 
緑
 
紅
に
映
ず
」
で
は
、
 
 

誰
に
そ
の
景
色
が
見
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
も
十
里
に
作
れ
ば
、
う
ぐ
い
す
が
鳴
き
、
緑
と
紅
の
映
え
る
風
景
、
町
村
と
楼
ム
ロ
、
 
 

僧
侶
の
寺
と
酒
屋
の
の
ほ
り
、
み
な
視
野
の
中
に
あ
る
。
ま
た
「
揚
州
の
韓
締
判
官
に
寄
す
」
に
「
秋
尽
き
て
江
南
 
草
未
だ
 
 

凋
ま
ず
」
と
い
う
の
を
、
俗
本
は
「
草
木
凋
む
」
に
作
る
。
秋
が
終
わ
っ
て
草
木
が
し
ぼ
む
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
わ
 
 

ざ
わ
ざ
言
う
ま
で
の
こ
と
は
な
い
。
ま
し
て
、
江
南
の
地
は
温
暖
で
、
草
木
が
し
ぼ
む
こ
と
は
な
い
。
こ
の
詩
は
、
杜
牧
が
推
 
 

南
に
い
て
揚
州
の
人
に
寄
せ
た
も
の
で
、
港
南
の
草
木
が
枯
れ
る
の
を
嫌
い
、
江
南
の
繁
華
を
羨
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
も
し
 
 

「
草
木
凋
む
」
に
作
れ
ば
、
「
青
山
明
月
」
、
「
五
人
吹
節
」
と
ひ
と
組
み
に
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
詩
は
非
常
に
す
ぐ
れ
て
 
 

い
る
の
に
、
「
十
里
鷺
哺
」
 
の
 
「
十
」
 
に
俗
人
が
ひ
と
払
い
加
え
て
台
無
し
に
し
、
「
草
末
凋
」
 
の
 
「
未
」
か
ら
俗
人
が
一
画
減
 
 

ら
し
て
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
、
と
私
は
遊
び
心
に
考
え
て
い
る
。
俗
流
知
識
人
の
救
い
よ
う
の
な
さ
は
、
ひ
ど
い
も
の
だ
。
 
 

ま
た
、
例
え
ば
陸
亀
蒙
の
「
宮
人
斜
」
の
詩
に
、
「
草
は
愁
爛
を
着
け
て
春
な
ら
ざ
る
に
似
た
り
」
と
い
う
の
は
、
た
っ
た
一
 
 

句
で
、
墳
墓
の
凄
惨
な
よ
う
す
を
表
し
て
い
る
。
今
の
テ
キ
ス
ト
は
「
草
樹
は
掴
の
ご
と
く
春
な
ら
ざ
る
に
似
た
り
」
に
作
っ
 
 

て
い
る
が
、
「
草
樹
は
爛
の
ご
と
し
」
と
い
う
の
は
ま
さ
し
く
春
の
光
景
で
、
「
春
な
ら
ず
」
と
い
う
字
を
ど
う
し
て
使
え
よ
う
。
 
 

読
者
が
し
ば
し
ば
こ
う
い
う
こ
と
を
軽
視
す
る
の
は
、
食
べ
物
を
食
べ
て
も
味
が
分
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
 
 
 

唐
詩
絶
句
、
今
本
多
誤
字
、
試
挙
一
二
。
如
杜
牧
之
江
南
春
云
「
十
里
鷺
噂
緑
映
紅
」
、
今
本
誤
作
「
千
里
」
。
若
依
俗
本
、
 
 

「
千
里
常
時
」
、
誰
人
聴
得
。
「
千
里
緑
映
紅
」
、
誰
人
見
得
。
著
作
十
里
、
則
鷺
暗
線
紅
之
景
、
村
郭
楼
台
、
僧
寺
酒
旗
、
潜
 
 

在
其
中
央
。
又
寄
揚
州
韓
綿
判
官
云
「
秋
尽
江
南
草
未
凋
」
、
俗
本
作
「
草
木
凋
」
。
秋
尽
而
草
木
凋
、
自
是
常
事
、
不
必
説
也
。
 
 

況
江
南
地
暖
、
草
本
不
凋
乎
。
此
詩
杜
牧
在
准
南
而
寄
揚
州
人
音
、
蓋
厭
准
南
之
揺
落
、
而
羨
江
南
之
繁
華
、
著
作
草
木
凋
、
 
 

則
与
「
青
山
明
月
」
、
「
玉
人
吹
庸
」
不
是
一
套
事
臭
。
余
戯
謂
此
二
詩
経
妙
、
「
十
里
党
囁
」
、
俗
人
添
一
轍
壊
了
、
「
草
未
凋
」
、
 
 

俗
人
減
一
画
壊
了
、
甚
夷
、
土
俗
不
可
医
也
。
又
如
陸
亀
蒙
宮
人
斜
詩
云
「
草
着
愁
爛
似
不
審
」
、
只
一
旬
、
便
見
墳
墓
凄
側
 
 

之
意
。
今
本
作
「
草
樹
如
爛
似
不
春
」
、
「
草
樹
如
爛
」
、
正
是
春
景
、
如
何
下
得
「
不
審
」
字
。
読
者
往
往
忽
之
、
亦
食
不
知
 
 

味
者
也
。
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千
里
四
方
、
鴬
が
さ
え
ず
り
、
木
々
の
緑
が
花
の
紅
に
照
り
映
え
る
。
水
辺
の
村
で
も
山
際
の
町
で
も
、
酒
屋
の
の
ぼ
り
が
 
 

風
に
揺
れ
て
い
る
。
南
朝
の
時
代
に
は
、
四
百
八
十
も
の
寺
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
名
残
の
多
く
の
楼
台
が
霧
雨
の
中
に
か
す
 
 

ん
で
い
る
。
 
 

江
南
の
春
の
景
物
を
詠
じ
た
詩
。
楊
憤
に
よ
れ
ば
、
「
千
」
は
「
十
」
 
の
誤
り
だ
と
い
う
。
千
里
で
は
広
す
ぎ
て
、
見
た
り
聞
い
 
 

た
り
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
酒
・
何
文
換
「
歴
代
詩
話
考
索
」
 
（
『
歴
代
 
 

詩
話
』
）
 
で
は
、
楊
憤
の
意
見
に
反
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 

私
の
考
え
で
は
、
た
と
え
十
里
に
作
っ
た
と
し
て
も
、
こ
と
ご
と
く
聴
き
取
り
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
題
 
 

に
「
江
南
春
」
と
い
う
の
は
、
江
南
は
四
方
の
広
さ
が
千
里
あ
り
、
千
里
の
中
に
、
う
ぐ
い
す
が
鳴
き
緑
が
映
え
る
の
だ
。
水
 
 
 

辺
の
村
も
山
際
の
町
も
、
酒
屋
の
の
ぼ
り
が
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
四
百
八
十
の
寺
で
は
、
楼
台
が
ほ
と
ん
ど
霧
雨
の
中
に
か
 
 

す
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
の
内
容
は
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
、
一
箇
所
だ
け
を
指
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
ま
と
め
て
 
 

「
江
南
春
」
と
い
う
題
を
つ
け
た
。
詩
人
は
題
の
つ
け
方
が
う
ま
い
。
 
 

楊
憤
は
、
唐
詩
の
誤
字
の
例
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
山
つ
目
は
、
杜
牧
の
「
江
南
審
絶
句
」
 
（
『
焚
川
文
集
』
巻
三
）
 
で
あ
る
。
参
 
 

考
ま
で
に
全
体
を
示
し
て
お
く
。
 
 

千
里
食
哺
緑
映
紅
 
 

水
村
山
都
酒
旗
風
 
 

南
朝
四
百
八
十
寺
 
 

多
少
楼
台
爛
雨
中
 
 

多
少
の
楼
台
 
梱
雨
の
中
 
 

千
里
 
 

水
村
 
 

南
朝
 
 
懲
喘
い
て
 
緑
 
紅
に
映
ず
 
 

山
都
 
酒
旗
の
風
 
 

四
百
八
十
寺
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輝
く
夜
。
高
貴
な
人
は
、
ど
こ
で
粛
の
吹
き
方
を
敢
え
て
い
る
の
か
。
 
 

揚
州
に
い
る
韓
縛
に
宛
て
た
詩
。
二
十
四
橋
は
、
揚
州
城
の
内
外
に
か
か
る
橋
。
玉
人
は
、
美
し
い
人
。
こ
こ
は
、
韓
縛
を
指
す
。
 
 

杜
牧
は
、
三
十
一
歳
か
ら
約
二
年
間
、
揚
州
で
過
ご
し
て
い
る
。
揚
州
は
、
水
路
が
縦
横
に
走
り
、
温
暖
で
風
光
明
媚
、
歓
楽
街
と
 
 
 

余
謂
即
作
十
里
、
亦
末
必
尽
聴
得
著
、
看
得
見
。
題
云
「
江
南
春
」
、
江
南
方
広
千
里
、
千
里
之
中
、
鷺
噂
而
緑
映
焉
。
水
 
 

村
山
郭
、
無
処
無
酒
旗
、
四
百
八
十
寺
、
楼
台
多
在
個
雨
中
也
。
此
詩
之
意
既
広
、
不
得
専
指
一
処
、
故
捻
而
命
日
「
江
南
春
」
。
 
 

詩
家
善
立
騒
者
也
。
 
 

「
千
里
」
が
正
し
い
と
い
う
楊
憤
の
意
見
は
、
合
理
性
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
合
理
性
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
「
十
 
 

里
」
 
で
も
不
合
理
が
生
じ
る
、
と
い
う
の
が
何
文
喚
の
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
江
南
春
」
と
い
う
詩
題
に
注
目
す
る
。
 
 
 

横
山
伊
勢
雄
『
唐
詩
の
鑑
骨
∵
－
1
珠
玉
の
百
首
選
 
－
 
』
 
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
八
）
 
で
は
、
「
中
庸
の
合
理
性
と
は
異
な
る
 
 

詩
的
真
実
の
継
承
化
こ
そ
が
晩
唐
詩
の
特
質
な
の
で
あ
る
」
「
杜
牧
は
こ
の
諸
に
お
い
て
、
江
南
の
春
を
、
自
然
と
文
物
の
二
点
に
 
 

お
い
て
典
型
化
し
た
の
で
あ
る
と
私
は
見
た
い
」
 
（
三
四
七
頁
）
 
と
述
べ
て
い
る
。
「
詩
的
真
実
」
「
典
型
化
」
と
い
う
観
点
に
立
て
 
 

ば
、
杜
牧
の
詩
に
は
何
の
矛
盾
も
な
い
。
 
 
 

二
つ
目
の
詩
は
、
杜
牧
の
「
寄
揚
州
韓
終
刊
官
」
 
（
『
焚
川
文
集
』
巻
四
）
 
で
あ
る
。
全
体
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

青
山
隠
隠
水
道
邁
 
 

秋
尽
江
南
草
木
凋
 
 

二
十
四
橋
明
月
夜
 
 

玉
人
何
処
敦
吹
鮪
 
 
 

青
い
山
は
か
す
み
、
 
 青

山
隠
隠
と
し
て
 
水
邁
造
た
り
 
 

秋
尽
き
て
江
南
 
草
木
凋
む
 
 

二
十
四
橋
 
明
月
の
夜
 
 

玉
人
 
何
れ
の
処
に
か
吹
鮪
を
教
う
る
 
 

水
は
遠
く
ま
で
流
れ
る
。
秋
が
終
わ
り
、
江
南
の
草
木
も
枯
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
二
十
四
橋
に
明
月
の
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し
て
も
知
ら
れ
る
。
杜
牧
は
、
韓
締
が
揚
州
で
風
流
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
を
羨
ん
で
い
る
。
 
 
 

右
の
詩
の
第
二
句
、
「
草
木
凋
」
は
「
草
末
凋
」
 
の
誤
り
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
楊
憤
の
意
見
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
草
 
 

木
凋
む
」
 
で
は
当
然
す
ぎ
る
こ
と
と
、
「
青
山
明
月
」
「
玉
人
吹
節
」
と
調
和
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、
逆
の
見
方
も
で
 
 

き
る
。
温
暖
と
い
わ
れ
る
揚
州
で
さ
え
、
秋
が
終
わ
れ
ば
草
木
が
枯
れ
る
、
寂
し
い
風
放
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
二
十
四
 
 

橋
」
「
明
月
」
「
玉
人
」
「
吹
術
」
の
語
が
表
わ
す
風
流
の
世
界
が
か
え
っ
て
引
き
立
ち
、
杜
牧
の
羨
望
が
〓
昭
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
楊
傾
が
ど
こ
ま
で
本
気
で
議
論
し
て
い
る
か
疑
わ
し
い
。
「
卜
」
に
払
い
を
加
え
れ
ば
「
千
」
に
な
り
、
「
末
」
か
ら
 
 

一
画
減
ら
せ
ば
「
木
」
に
な
る
、
文
字
遊
び
の
面
白
さ
を
言
っ
て
み
た
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

三
つ
目
の
例
は
、
陸
亀
蒙
の
 
「
宮
人
斜
」
 
『
唐
甫
里
先
生
文
集
』
巻
十
二
）
 
で
、
次
の
よ
う
な
鋳
で
あ
る
。
宮
人
斜
は
、
官
女
の
 
 

墓
を
い
う
。
 
 

草
は
愁
い
を
帯
び
た
も
や
に
包
ま
れ
て
、
春
で
は
な
い
よ
う
だ
。
晩
春
の
う
ぐ
い
す
が
、
哀
し
く
怨
む
よ
う
な
声
で
旅
人
に
 
 

尋
ね
て
い
る
。
一
様
に
美
人
の
骨
を
埋
め
ら
れ
て
も
、
王
昭
君
が
異
民
族
の
地
に
葬
ら
れ
た
よ
り
は
ま
し
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

官
女
の
墓
の
さ
び
れ
た
よ
う
す
を
歌
う
。
宮
人
斜
を
詠
じ
た
詩
に
つ
い
て
は
、
魯
満
江
『
李
商
隠
研
究
』
第
一
部
第
四
章
（
汲
古
 
 

書
院
、
二
〇
〇
五
）
を
参
照
。
楊
憤
に
よ
れ
ば
、
第
一
旬
が
、
「
草
樹
如
梱
似
不
審
」
と
な
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
「
草
樹
如
 
 

梱
」
は
春
の
光
景
な
の
で
、
「
不
審
」
と
矛
盾
す
る
と
い
う
。
だ
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
春
は
訪
れ
た
け
れ
ど
も
、
官
女
の
墓
地
だ
 
 

け
は
春
が
感
じ
ら
れ
な
い
、
と
解
釈
す
れ
ば
、
矛
盾
は
解
消
さ
れ
る
。
詩
の
読
み
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
 
 

単
著
愁
煙
似
不
審
 
 

晩
餐
哀
怨
間
行
人
 
 

須
知
一
種
埋
香
骨
 
 

猶
勝
昭
君
作
虜
塵
 
 

草
は
愁
煙
を
着
け
 
春
な
ら
ざ
る
に
似
た
り
 
 

晩
鷺
 
哀
怨
し
て
 
行
人
に
問
う
 
 

須
く
知
る
べ
し
一
種
 
香
骨
を
埋
む
る
も
 
 

猶
お
昭
君
の
虜
塵
と
作
る
に
勝
る
と
 
 

な  
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唐
詩
の
絶
句
に
見
ら
れ
る
誤
字
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
誤
字
と
い
う
け
れ
ど
も
、
ど
れ
が
正
し
い
字
な
の
か
は
結
局
分
か
ら
な
い
。
 
1
4
 
 

読
者
の
数
だ
け
解
釈
が
あ
る
。
周
裕
鉾
『
中
国
古
代
聞
釈
学
研
究
』
 
（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）
 
は
、
宋
・
羅
大
経
『
鶴
林
 
 

玉
露
』
 
乙
編
巻
二
 
「
春
風
花
草
」
を
引
い
て
、
「
誤
解
」
 
に
独
創
的
な
価
値
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
 
（
二
五
八
頁
）
。
読
者
に
も
 
 

「
誤
解
す
る
権
利
」
が
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
い
や
、
「
誤
解
す
る
権
利
」
 
こ
そ
、
文
学
の
本
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 
 

四
 
誤
解
か
正
解
か
1
文
学
批
評
と
し
て
の
 
『
東
城
烏
合
詩
案
』
 
 

こ
れ
ま
で
、
誤
解
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
詩
の
解
釈
に
正
解
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
宋
・
 
 

朋
九
万
『
東
披
鳥
ム
ロ
詩
案
』
 
（
叢
書
集
成
初
編
）
 
を
取
り
上
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。
 
 
 

元
豊
二
年
 
（
一
〇
七
九
）
、
湖
州
 
（
折
江
省
湖
州
市
）
 
知
事
の
任
に
あ
っ
た
蘇
拭
 
（
号
は
、
東
城
居
士
）
 
は
、
朝
廷
を
誹
許
す
る
 
 

詩
文
を
書
い
た
と
い
う
理
由
で
逮
捕
さ
れ
、
御
史
台
 
（
島
台
）
 
の
牢
獄
に
つ
な
が
れ
た
。
証
拠
の
詩
文
に
基
づ
き
、
諷
刺
の
意
図
に
 
 

関
し
て
厳
し
い
尋
問
を
受
け
た
。
蘇
拭
は
、
は
じ
め
諷
刺
の
意
図
は
な
い
と
主
張
し
た
が
、
結
局
罪
を
認
め
た
。
こ
の
と
き
の
裁
判
 
 

の
記
録
が
、
『
東
披
烏
台
詩
案
』
 
で
あ
る
。
検
察
官
の
弾
劾
文
、
蘇
拭
の
供
述
書
、
判
決
文
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
近
藤
一
成
 
 

「
東
城
の
犯
罪
 
－
 
『
島
台
詩
案
』
 
の
基
礎
的
考
察
 
－
 
」
 
（
『
東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』
、
一
九
九
七
）
 
を
 
 

参
照
。
 
 
 

告
発
の
対
象
と
な
っ
た
詩
を
ひ
と
つ
引
用
す
る
。
「
送
察
冠
卿
知
餞
州
」
 
（
清
・
礪
応
楷
輯
注
『
蘇
拭
詩
集
合
注
』
巻
七
、
上
海
古
 
 

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
。
察
冠
卿
は
、
大
理
寺
少
卿
（
司
法
官
）
 
と
し
て
殺
人
事
件
を
担
当
し
た
と
き
、
王
安
石
と
対
立
し
、
餞
 
 

州
 
（
江
西
省
都
陽
県
）
 
の
知
事
に
出
さ
れ
た
。
餞
州
に
赴
任
す
る
察
冠
卿
を
送
別
す
る
詩
で
あ
る
。
 
 

1
吾
観
察
子
与
人
遊
 
 
 

批
准
笑
語
無
不
可
 
 

吾
察
子
の
人
と
遊
ぶ
を
観
る
に
 
 

撒
旛
 
英
語
 
可
な
ら
ざ
る
無
し
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察
さ
ん
の
交
遊
関
係
を
見
る
と
、
に
ぎ
や
か
な
笑
い
で
誰
と
で
も
仲
良
く
な
る
。
ふ
だ
ん
は
も
の
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
世
俗
を
 
 

驚
か
す
こ
と
も
な
い
。
仕
事
に
あ
た
る
と
、
世
事
に
う
と
い
こ
と
は
私
以
上
だ
。
前
に
仕
掛
け
た
落
と
し
穴
は
、
み
な
が
恐
れ
 
 

る
。
道
に
ば
ら
ま
か
れ
た
黄
金
や
真
珠
を
拾
わ
な
い
も
の
は
な
い
。
あ
れ
以
来
、
急
速
な
変
化
は
驚
く
ば
か
り
だ
。
晋
は
強
い
 
 

と
言
わ
れ
て
も
、
今
は
か
た
よ
っ
て
い
る
。
あ
あ
、
あ
な
た
だ
け
は
公
正
な
裁
判
の
方
法
を
守
り
、
晩
年
に
な
っ
て
、
都
陽
に
 
 

流
さ
れ
た
。
千
里
の
馬
が
、
疲
れ
た
牛
の
後
か
ら
つ
い
て
行
く
の
を
嘆
い
て
は
い
け
な
い
。
猛
火
に
鍛
え
ら
れ
て
こ
そ
、
美
玉
 
 

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
世
の
中
の
こ
と
は
、
静
か
に
観
察
す
れ
ば
、
夢
を
見
て
い
る
の
と
同
じ
だ
。
人
と
し
て
一
生
不
遇
 
 

と
い
う
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
あ
な
た
の
判
決
に
は
、
人
に
知
ら
れ
な
い
善
行
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
。
い
つ
か
魂
顆
の
 
 

平
生
憾
蕩
不
驚
俗
 
 
 

臨
事
迂
閥
乃
過
我
 
 

5
横
前
坑
穿
衆
所
畏
 
 
 

布
路
金
珠
誰
不
轟
 
 
 

爾
来
変
化
驚
何
遮
 
 
 

音
号
剛
強
今
亦
頗
 
 
 

憐
君
独
守
廷
尉
法
 
 

1
0
晩
歳
却
理
都
陽
梅
 
 
 

莫
嵯
天
牒
逐
辰
年
 
 
 

欲
試
良
玉
須
猛
火
 
 
 

世
事
徐
観
真
夢
家
 
 
 

人
生
不
信
長
撼
阿
 
 

1
5
知
君
決
獄
有
陰
功
 
 
 

他
日
老
人
酬
貌
顆
 
 

平
生
 
償
蕩
と
し
て
俗
を
驚
か
さ
ず
 
 

事
に
臨
み
て
迂
闊
な
る
こ
と
乃
ち
我
に
過
ぐ
 
 

前
に
横
た
わ
る
坑
葬
は
衆
の
畏
る
る
所
 
 

つ
り
 
 

路
に
布
く
金
珠
は
誰
か
凄
ま
ざ
ら
ん
 
 

爾
来
 
変
化
 
何
ぞ
速
や
か
な
る
に
驚
く
 
 

昔
剛
強
と
号
し
 
今
亦
頗
な
り
 
 

憐
れ
む
 
君
が
独
り
廷
尉
の
法
を
守
り
 
 

お
さ
 
 

晩
歳
 
却
っ
て
都
陽
の
梅
を
理
む
る
を
 
 

嵯
く
莫
れ
 
天
鰊
の
麻
牛
を
逐
う
を
 
 

も
ち
 
 

良
玉
を
試
み
ん
と
欲
せ
ば
猛
火
を
須
う
 
 

世
事
 
徐
ろ
に
観
れ
ば
真
に
夢
碇
な
り
 
 

人
生
 
信
ぜ
ず
 
長
に
撼
阿
な
る
を
 
 

知
る
 
君
の
獄
を
決
し
て
陰
功
有
る
を
 
 

他
日
 
老
人
 
数
顆
に
酬
い
ん
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善
行
に
報
い
る
老
人
が
現
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
 
 

魂
顆
は
、
春
秋
時
代
の
晋
の
人
で
、
魂
武
子
の
子
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
十
三
年
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
貌
武
子
に
は
 
 

気
に
入
り
の
め
か
け
が
い
て
、
子
供
が
な
か
っ
た
。
魂
武
子
が
病
気
に
な
る
と
、
め
か
け
を
嫁
が
せ
よ
、
と
貌
顆
に
命
じ
た
。
病
気
 
 

が
重
く
な
る
と
、
め
か
け
を
殉
死
さ
せ
よ
、
と
魂
顆
に
命
じ
た
。
魂
武
子
が
亡
く
な
り
、
醜
顆
は
、
め
か
け
を
嫁
が
せ
た
。
病
気
が
 
 

重
く
な
る
と
心
が
乱
れ
る
の
で
、
正
常
な
と
き
の
指
示
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
案
と
戦
争
に
な
り
、
老
人
が
草
を
結
ん
で
 
 

杜
回
と
い
う
力
持
ち
を
つ
ま
ず
か
せ
た
の
で
、
こ
れ
を
捕
え
た
。
夜
の
夢
に
、
こ
の
老
人
が
現
わ
れ
、
醜
顆
が
命
を
救
っ
た
め
か
け
 
 

の
父
親
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。
老
人
は
恩
返
し
に
、
魂
顆
の
敵
を
倒
し
た
の
で
あ
る
。
よ
い
行
い
を
す
れ
ば
、
よ
い
報
い
が
あ
る
、
 
 

と
い
う
話
。
蘇
拭
は
、
察
冠
卿
を
貌
顆
に
な
ぞ
ら
え
て
、
い
つ
か
は
報
わ
れ
る
日
が
来
る
と
慰
め
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
『
東
坂
鳥
台
詩
案
』
で
は
、
第
二
句
の
「
旛
」
は
「
逐
」
、
第
七
句
の
「
爾
」
は
「
溜
」
、
第
十
四
句
の
「
轍
阿
」
は
「
炊
珂
」
 
 

に
な
っ
て
い
る
。
右
の
詩
に
関
す
る
蘇
拭
の
供
述
書
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
云
々
」
 
の
箇
所
に
、
詩
の
本
文
を
引
い
て
 
 

い
る
。
 
 

一
、
配
州
寧
五
年
二
月
の
う
ち
に
、
大
理
少
卿
察
冠
卿
は
、
詔
勅
に
よ
り
知
事
と
し
て
餞
州
に
派
遣
さ
れ
た
。
戟
は
詩
を
作
り
、
 
 

送
別
し
て
言
っ
た
、
「
云
々
」
と
。
諷
刺
の
意
図
の
な
い
も
の
を
除
い
て
言
え
ば
、
「
前
に
横
た
わ
る
坑
穿
は
衆
の
畏
る
る
所
」
 
 

（
第
五
句
）
 
と
い
う
の
は
、
当
時
の
朝
廷
の
権
力
者
が
、
そ
の
意
向
に
逆
ら
う
者
が
あ
れ
ば
、
落
と
し
穴
を
設
け
て
陥
れ
た
こ
 
 

と
を
そ
し
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
路
に
布
く
金
珠
は
誰
か
轟
ま
ざ
ら
ん
」
 
（
第
六
句
）
 
と
い
う
の
は
、
朝
廷
の
権
力
者
が
、
そ
の
 
 

意
向
に
従
う
者
が
あ
れ
ば
、
黄
金
や
真
疎
を
道
に
ば
ら
ま
く
よ
う
に
、
利
益
で
誘
惑
し
た
こ
と
を
諷
刺
し
て
い
る
。
「
避
来
 
 

変
化
 
何
ぞ
速
や
か
な
る
に
驚
く
、
昔
剛
強
と
号
し
 
今
亦
頗
な
り
」
 
（
第
七
・
八
句
）
 
と
い
う
の
は
、
知
識
人
が
利
益
に
よ
 
 

る
誘
惑
と
脅
迫
に
負
け
て
、
態
度
を
変
え
、
昔
は
強
い
と
言
わ
れ
た
の
に
、
今
は
そ
う
で
な
い
こ
と
を
そ
し
っ
て
い
る
。
ま
た
、
 
 

「
憐
れ
む
 
君
が
独
り
廷
尉
の
法
を
守
り
」
 
（
第
九
旬
）
と
い
う
の
は
、
察
冠
卿
が
し
ば
し
ば
朝
廷
と
刑
法
に
つ
い
て
議
論
し
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た
た
め
に
、
登
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
小
さ
な
郡
の
知
事
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
嵯
く
莫
れ
 
 

天
旗
の
巌
牛
を
逐
う
を
」
 
（
第
十
一
旬
）
と
い
う
の
は
、
拭
が
、
察
冠
卿
を
千
里
の
馬
に
た
と
え
、
登
用
さ
れ
た
才
能
の
な
 
 
 

い
人
物
を
弱
い
牛
に
た
と
え
た
。
拭
は
、
朝
廷
に
登
用
さ
れ
た
人
物
が
不
適
当
で
あ
る
こ
と
を
諷
刺
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
 
 
 

た
、
「
良
玉
を
試
み
ん
と
欲
せ
ば
猛
火
を
須
う
」
（
第
十
二
旬
）
と
い
う
の
は
、
美
玉
は
火
に
焼
か
れ
て
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
よ
 
 
 

い
こ
と
、
つ
ま
り
、
察
冠
卿
が
困
難
や
挫
折
を
経
験
し
て
も
、
美
玉
の
よ
う
に
、
節
操
を
改
め
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
ま
 
 
 

た
、
「
世
事
 
徐
ろ
に
観
れ
ば
真
に
夢
味
な
り
、
人
生
 
信
ぜ
ず
 
長
に
炊
珂
な
る
を
」
（
第
十
三
・
十
四
句
）
と
い
う
の
は
、
 
 
 

察
冠
卿
が
し
ば
し
ば
朝
廷
と
刑
法
を
議
論
し
た
た
め
に
、
登
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
人
が
成
功
す
る
か
失
敗
す
る
か
は
、
古
 
 
 

来
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
な
も
の
で
、
時
の
権
力
者
が
必
ず
つ
ね
に
前
進
す
る
と
は
限
ら
ず
、
察
冠
卿
で
も
つ
ね
に
後
退
す
る
と
 
 
 

は
限
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
人
生
 
信
ぜ
ず
 
長
に
炊
珂
な
る
を
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
詩
は
、
証
 
 
 

拠
資
料
の
冊
子
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

一
配
冊
寧
五
年
二
月
内
、
大
理
少
卿
察
冠
卿
、
准
勅
差
知
餞
州
。
拭
作
詩
送
之
日
、
「
云
々
」
。
除
無
我
諷
外
、
云
横
前
坑
穿
衆
 
 
 

所
長
、
以
我
当
時
朝
廷
用
事
之
人
、
有
逆
其
意
者
、
則
設
坑
穿
以
陥
之
也
。
又
云
、
布
路
金
珠
誰
不
義
、
以
我
諷
朝
廷
用
事
之
 
 
 

人
、
有
順
其
意
者
、
則
以
利
誘
之
、
如
金
珠
布
路
也
。
夫
云
適
来
変
化
驚
何
速
、
昔
号
剛
強
今
亦
頗
、
以
誠
士
大
夫
為
利
所
誘
 
 
 

脅
、
変
化
以
従
之
、
雄
旧
号
剛
強
、
今
亦
然
也
。
又
云
、
憐
君
独
守
廷
尉
法
、
言
冠
卿
屡
与
朝
廷
争
議
刑
法
、
以
致
不
進
用
、
 
 
 

却
出
守
小
郡
也
。
又
云
、
莫
嵯
天
旗
逐
巌
牛
、
拭
以
冠
卿
比
天
騒
、
以
進
用
不
才
比
巌
牛
、
拭
意
以
我
諷
朝
廷
進
用
之
人
不
当
 
 
 

也
。
又
云
、
欲
試
良
玉
須
猛
火
、
良
玉
経
火
不
変
、
然
後
為
良
、
言
冠
卿
経
歴
艶
阻
折
挫
、
節
操
不
改
、
如
良
玉
也
。
又
云
、
 
 
 

世
事
徐
観
真
夢
窺
、
人
生
不
信
長
次
珂
、
為
冠
卿
屡
与
朝
廷
争
議
刑
法
、
致
不
進
用
、
宮
人
事
得
喪
、
古
来
響
如
夢
幻
、
当
時
 
 
 

執
政
、
必
不
常
進
、
冠
卿
亦
不
常
退
、
故
云
人
生
不
信
長
次
珂
也
。
其
詩
係
冊
子
内
。
 
 

な
お
、
「
錐
旧
号
剛
強
、
今
亦
然
也
」
と
あ
る
の
は
分
か
り
に
く
い
。
「
然
」
は
「
不
然
」
の
誤
り
と
見
な
し
て
お
く
。
証
拠
資
料
 
 

の
冊
子
と
は
、
御
史
台
が
提
出
し
た
蘇
拭
の
詩
文
集
、
『
元
豊
続
添
蘇
子
曙
学
士
銭
塘
集
』
を
指
す
。
こ
の
供
述
書
が
書
か
れ
る
ま
 
 

17   



誤解の詩学  173   

で
に
、
検
察
官
と
蘇
拭
の
間
で
、
詩
の
解
釈
を
め
ぐ
つ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
検
察
官
が
尋
問
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
 
柑
 
 

蘇
拭
が
反
論
す
る
。
ま
た
は
、
そ
の
通
り
だ
と
認
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
供
述
書
を
書
い
た
の
は
、
蘇
拭
自
身
だ
と
し
て
も
、
そ
の
 
 

内
容
は
あ
ら
か
じ
め
検
察
官
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
蘇
拭
の
詩
の
解
釈
は
、
検
察
官
の
解
釈
に
ほ
 
 

か
な
ら
な
い
。
 
 
 

蘇
拭
の
供
述
書
は
、
裁
判
の
記
録
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
異
様
な
も
の
で
あ
る
。
右
の
文
章
を
読
ん
で
、
誰
が
裁
判
の
記
録
と
思
 
 

う
だ
ろ
う
。
「
其
詩
係
冊
子
内
」
と
い
う
言
葉
を
除
け
ば
、
宋
代
の
詩
話
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
実
際
、
宋
・
陳
振
孫
『
直
斎
 
 

書
録
解
題
』
巻
十
一
に
よ
れ
ば
、
「
烏
台
詩
話
十
三
巻
 
萄
人
、
朋
九
万
録
」
と
あ
り
、
詩
話
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
 
 

る
。
さ
ら
に
、
宋
・
胡
仔
『
笥
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
四
十
二
～
四
十
五
に
も
、
蘇
拭
の
供
述
書
が
引
か
れ
て
い
る
。
宋
代
に
は
、
 
 

詩
話
が
流
行
し
た
。
蘇
拭
の
裁
判
と
詩
話
の
流
行
と
は
、
恐
ら
く
無
関
係
で
は
な
い
。
法
廷
で
詩
の
解
釈
を
め
ぐ
つ
て
議
論
す
る
と
 
 

い
う
前
代
未
聞
の
裁
判
は
、
詩
話
の
流
行
を
背
景
と
し
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
蘇
拭
の
静
に
つ
い
て
尋
問
 
 

し
た
検
察
官
は
、
文
学
批
評
家
で
も
あ
っ
た
。
蘇
拭
の
詩
の
愛
読
者
で
さ
え
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
蘇
拭
の
詩
を
解
釈
す
る
こ
と
 
 

に
、
異
常
な
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。
『
東
城
島
台
詩
案
』
 
は
、
裁
判
の
名
前
を
借
り
た
文
学
批
評
と
言
っ
て
も
よ
い
。
結
局
、
蘇
拭
 
 

の
詩
は
、
裁
判
で
弾
劾
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諷
刺
の
目
的
を
達
し
た
の
で
あ
る
。
裁
判
官
が
蘇
賦
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に
協
 
 

力
し
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。
 
 
 

『
東
城
島
台
詩
案
』
 
は
、
蘇
拭
詩
集
の
注
釈
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
蘇
拭
の
詩
を
解
釈
す
る
重
要
な
参
考
書
で
あ
る
。
裁
判
の
 
 

結
果
、
蘇
拭
の
詩
に
諷
刺
の
意
図
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
も
し
も
、
蘇
拭
が
裁
判
に
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
果
た
 
 

し
て
、
『
東
披
鳥
台
詩
案
』
 
に
収
め
ら
れ
た
蘇
拭
の
詩
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
の
だ
ろ
か
。
諷
刺
の
意
図
を
持
た
な
い
作
品
 
 

と
し
て
、
世
の
中
に
通
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
束
披
鳥
ム
ロ
詩
案
』
 
の
解
釈
が
正
解
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誤
解
と
い
う
こ
と
に
な
 
 

る
。
た
だ
し
、
も
し
も
裁
判
が
な
け
れ
ば
と
い
う
仮
定
の
話
で
、
そ
の
場
合
、
正
解
は
な
い
の
だ
か
ら
、
誤
解
と
い
う
概
念
は
成
立
 
 

し
な
い
。
誤
解
が
、
正
解
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

蘇
拭
の
詩
の
解
釈
が
裁
判
で
争
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
詩
に
は
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
公
的
な
場
で
認
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め
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
唯
一
の
正
解
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
誤
解
も
正
解
の
ひ
と
つ
な
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

詩
の
解
釈
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
誤
解
は
正
解
で
あ
る
。
 
 

待
記
）
本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
人
文
社
会
科
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
専
攻
プ
ロ
ジ
ュ
ク
上
「
中
国
に
お
け
る
誤
解
の
詩
学
」
 
 

の
研
究
成
果
で
あ
る
。
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